
成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

自主防災組織活動カバー率 Ｄ ○ ○ ○

道が公表した津波浸水想定に対応した津波避難計画を作成した市町村の割合 Ｄ ○ ○ ○

避難情報等に係る具体的な発令基準の策定状況 Ｂ ○ ○ ○

道が公表した津波浸水想定に対応した津波ハザードマップを作成した市町村の割合 Ｃ ○ ○ ○

最大クラスの洪水に対応したハザードマップを作成した市町村の割合 Ｃ ○ ○ ○

地域住民の各種広報誌の認識率 Ａ ○ ○

各種広報誌の関係自治体世帯等への配付率 b

防災訓練の実施市町村数 Ａ ○ ○ ○

市町村における非常用電源及びストーブの備蓄状況 Ｂ ○ ○ ○

市町村庁舎の耐震化率 Ｃ ○ ○ ○

緊急消防援助隊登録数 Ａ ○ ○ ○

業務継続体制が整備されている市町村の割合 Ｂ ○ ○ ○

避難情報等に係る具体的な発令基準の策定状況 b

最大クラスの洪水に対応したハザードマップを作成した市町村の割合 b

「管理運営に要する経費に北海道が助成した対象となる私立学校の割合」 Ａ ○ ○ ○

耐震化率 b

耐震診断実施率 b

いじめの認知件数のうち、解消している割合 Ｂ ○ ○ ○ ○

いじめに対する意識 Ｃ ○ ○ ○ ○

赤れんが庁舎入館者数 － ○ ○ ○

仮設見学施設入場者数 a

赤れんが改修事業への寄附金額 a

(参考)Ｒ４
総合判定

0101
総合的な危機対
策の推進

総務部
やや遅れ
ている

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

令和５年度 一次政策評価結果一覧

0102
原子力安全対策
の推進

総務部 順調 順調

0103
防災訓練や資機
材整備の推進

総務部 概ね順調

0106
赤れんが庁舎の
利用促進

総務部
やや遅れ
ている

0104
私立学校等への
支援

総務部 順調

0105
いじめ防止対策
の推進

総務部
やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

順調

概ね順調

判定不可

参考資料２
※ 成果指標設定基準留意事項（基準合致の判断は各部局等による）
(1) アウトカム(2) 目標、課題及び取組に直結(3) 総計、重点及び特定分野別計画
(4) 体制整備関係 (5) 同類の指標まとめ

1／22



成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

北方領土返還要求署名数 Ｂ ○ ○ ○

北方領土問題に関する国への要望回数 b

「北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安定に関する計画」に基づく助成金額 b

水質環境基準達成率 Ｂ ○ ○ ○

水資源保全地域提案数 Ａ ○ ○ ○

緊急輸送道路上等の橋梁の耐震化率（道道） Ａ ○ ○ ○

住宅及び多数利用建築物の耐震化率 Ｂ ○ ○ ○

国土強靱化地域計画を改訂した市町村の割合 Ａ ○ ○ ○ ○

北海道強靭化計画の施策分野「脆弱性克服」「交通ネットワークの整備」に係る指標の平均進捗率 a

リスク分散による企業立地件数 Ａ ○ ○ ○

国土強靱化地域計画を改訂した市町村の割合 Ａ ○ ○ ○

北海道強靭化計画の施策分野「バックアップ機能の発揮」「交通ネットワークの整備」に係る指標の平均進捗率 b

産学官の共同研究の件数 Ａ ○ ○ ○

「サイエンスパーク」参加者数 Ａ ○ ○ ○

道内大学等における特許等の実施許諾数 Ａ ○ ○ ○

道内大学発のスタートアップ創出数 b

道内大学等における国のプロジェクト獲得件数 a

航空国際貨物取扱量 Ｄ ○ ○ ○

北海道太平洋側港湾BCPおよび道央圏港湾BCP（９港湾）における、防災訓練を実施した港湾数 Ｃ ○ ○ ○

道産食品輸出額（暦年） Ｃ ○ ○ ○

輸出額（暦年） Ｄ ○ ○ ○

道内港からの道産食品輸出額 a

0107
北方領土復帰対
策等の推進

総務部 概ね順調

0203
国全体の強靭化
に貢献するバック
アップ機能の発揮

総合
政策部

順調

0204
本道活性化のた
めの科学技術の
振興

総合
政策部

順調

0201
土地水対策の総
合的推進及び水
資源保全の推進

総合
政策部

概ね順調

0202
自然災害に対す
る北海道自らの
脆弱性の克服

総合
政策部

順調

0205 物流機能の強化
総合

政策部
やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

順調

概ね順調

順調

遅れてい
る
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

輸出額（暦年） Ｄ ○ ○ ○

ロシアからの来道者実人数 － ○ ○ ○

ロシア関連行事数 b

本道からロシアへの輸出額 c

渡島管内の観光入込客数 Ｄ ○ ○ ○

観光入込客数（道外客） Ｄ ○ ○ ○

観光入込客数（道内客） Ｄ ○ ○ ○

クルーズ船の寄港回数 Ｄ ○ ○ ○

来道者輸送実績（北海道新幹線） a

道内空港の国内線利用者数
（国土交通省航空局「空港管理状況調書」） a

道内空港の国際線利用者数
（国土交通省航空局「空港管理状況調書」） a

国際会議等の開催件数（暦年） Ｄ ○ ○ ○

北海道の国際会議開催件数（全国の国際会議開催件数） c

「できれば今と同じ市町村に住んでいたい」と考える人の割合 Ｂ ○ ○ ○

集落対策を実施している市町村 Ｂ ○ ○ ○

地域おこし協力隊員数 Ａ ○ ○ ○

任期終了後における地域おこし協力隊員の定住率 a

「できれば今と同じ市町村に住んでいたい」と考える人の割合 Ｂ ○ ○ ○

地域公共交通計画策定市町村カバー率 Ａ ○ ○ ○

生活交通路線（バス）の維持・確保における補助額 b

全道のＭａａＳ等シームレス交通の事例を集めたポータルサイト掲載数 b

自動車運転業務従事者の平均年齢（バス） b

「ふるさと移住定住推進センター」の年間相談件数 Ａ ○ ○ ○

北海道の移住・定住情報を発信するサイトのアクセス数 Ａ ○ ○ ○

関係人口創出・拡大のための首都圏等での交流イベント参加者数 Ａ ○ ○ ○

ちょっと暮らし滞在日数 Ｄ ○ ○ ○

ﾃﾚﾜｰｸ施設等を利用してﾜｰｹｰｼｮﾝを行った人数（延べ人数） Ａ ○ ○ ○

0207
交通ネットワーク
の充実

総合
政策部

やや遅れ
ている

0208
国際会議等の誘
致推進

総合
政策部

遅れてい
る

0206

世界の中の北海
道を意識した海
外市場の開拓（ロ
シアほか）

総合
政策部

遅れてい
る

0211 移住・定住の推進
総合

政策部
概ね順調

0209 まちづくりの推進
総合

政策部
順調

0210
持続可能な公共
交通ネットワーク
の構築

総合
政策部

概ね順調

判定不可

やや遅れ
ている

遅れてい
る

概ね順調

概ね順調

やや遅れ
ている
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

「ほっかいどう未来チャレンジ基金」による助成者数 Ｃ ○ ○ ○

「ほっかいどう未来チャレンジ基金」応援パートナー・応援サポーター数 Ａ ○ ○ ○

外国人居住者数 Ａ ○ ○ ○

外国人留学生数 Ａ ○ ○ ○

日本語教室設置市町村数 a

国や道の広域連携制度に取り組む地域数 Ａ ○ ○ ○

国や道の制度を活用し、広域連携に取り組む市町村数 Ｂ ○ ○ ○

広域連携前進プランに基づく広域連携取組数 Ａ ○ ○ ○

道州制特別区域制度等を活用した国に対する提案への対応件数（H19～） b

道から市町村への事務・権限移譲数（H12～） a

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に係る健全化判断比率等(基準超過団体数) b

本道からの転出超過数（暦年） Ａ ○ ○ ○

日本遺産構成市町村への観光入込客数 Ｄ ○ ○ ○

「ほっかいどう応援団会議」の参加企業・団体数 Ａ ○ ○ ○

外国人居住者数 Ａ ○ ○ ○

他国要人の表敬訪問数 a

個別施設ごとの長寿命化計画策定率 Ａ ○ ○ ○

新・ほっかいどう社会資本整備の重点化方針の取組状況における「重点化の状況（事業優先度Ⅰ）」 b

施設の点検・診断状況 a

0212
グローバル人材
等の育成

総合
政策部

概ね順調

0215 地域政策の推進
総合

政策部
概ね順調

0216
海外との交流拡
大と多文化共生
の推進

総合
政策部

順調

0213
外国人の受入拡
大

総合
政策部

順調

0214
市町村自治の振
興

総合
政策部

順調

0217
安全・安心な暮ら
しを支える社会資
本整備の推進

総合
政策部

順調

概ね順調

順調

順調

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

渡島管内の観光入込客数 Ｄ ○ ○ ○

道内空港の国際線利用者数 Ｄ ○ ○ ○

道内空港の国内線利用者数 Ｄ ○ ○ ○

自動車運転業務従事者の平均年齢（バス） Ｂ ○ ○ ○

自動車運転業務従事者の平均年齢（トラック） Ｂ ○ ○ ○

ＪＲ北海道単独では維持困難な線区（黄線区全体）の営業損益 b

来道者輸送実績（北海道新幹線） a

空港路線数 b

ブロードバンドサービス人口普及率 Ａ ○ ○ ○

道内IT企業従業員数 Ｂ ○ ○ ○

ＩＣＴ部門の業務継続計画（ＩＣＴ－ＢＣＰ）が策定されている市町村の割合 Ｄ ○ ○ ○

大気環境基準達成率 Ａ ○ ○ ○

水質環境基準達成率 Ｂ ○ ○ ○

上水道の基幹管路の耐震適合率 Ｂ ○ ○ ○

環境配慮活動実践者の割合 Ｄ ○ ○ ○

エゾシカ個体数指数（東部地域～オホ、十勝、釧路、根室） Ｄ ○ ○ ○

エゾシカ個体数指数（北部地域～空知、上川、留萌、宗谷） Ｄ ○ ○ ○

エゾシカ個体数指数（中部地域～石狩、胆振、日高） Ｃ ○ ○ ○

エゾシカ肉処理の認証施設数 Ｃ ○ ○ ○

認証施設の食肉処理頭数 Ｄ ○ ○ ○

野生鳥獣による農林業被害金額 c

循環利用率 Ａ ○ ○ ○

廃棄物の最終処分量 Ｃ ○ ○ ○

市町村における災害廃棄物処理計画の策定率 Ｂ ○ ○ ○

交通事故死者数（暦年） Ａ ○ ○ ○

高齢運転者（65歳以上）による交通事故発生件数 b

高齢運転者（65歳以上）による死亡交通事故発生件数（死亡交通事故発生件数に占める高齢者の構成率） b

飲酒運転を伴う交通事故件数 b

0219
デジタル化の推
進

総合
政策部

概ね順調

0301
自然環境及び生
活環境の保全

環境
生活部

概ね順調

0218
総合交通ネット
ワークの形成

総合
政策部

やや遅れ
ている

0305
交通事故のない
まちづくり

環境
生活部

順調

0302
野生動物等の適
正な管理

環境
生活部

遅れてい
る

0304
循環型社会の形
成

環境
生活部

概ね順調

やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

「安全安心な地域づくりメールマガジン」登録者数 Ｂ ○ ○ ○

道内の刑法犯検挙者中の再犯者数、再犯者率 b

北海道犯罪被害者等総合相談　相談件数 b


・刑法犯認知件数
・特殊詐欺認知件数
　（被害額）
・子供被害犯罪認知件数
・女性被害犯罪認知件数 c

消費者被害防止ネットワーク組織数 Ａ ○ ○ ○

学校訪問講座の開催 b

人権侵犯事件数（暦年） Ｂ ○ ○ ○

道民の人権への関心度 ※道民意識調査 b

北海道人権配慮企業登録数(R5.2～) b

アイヌの子弟に対して修学資金の支援を行った人数 b

アイヌの人たちへの理解促進を図るためのフォーラム実施回数 b

NPO法人数（都道府県順位） Ａ ○ ○

北海道立市民活動促進センターHPアクセス件数 b

北海道立市民活動促進センターにおける「NPO基礎講座」等講座の開催状況（開催数、参加者数） b

女性（25～34歳）の就業率（暦年） Ｂ ○ ○ ○

「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合 Ａ ○ ○ ○

社会全体のあらゆる分野で男女の地位が平等と感じる人の割合 b

男女の平均賃金の格差 b

0306
安全で安心な地
域づくり

環境
生活部

やや遅れ
ている

0309
アイヌの人たちの
社会的・経済的地
位の向上

環境
生活部

やや遅れ
ている

0311 市民活動の促進
環境

生活部
概ね順調

0307
消費生活の安定
と向上の推進

環境
生活部

順調

0308
人権が尊重され
る社会の実現

環境
生活部

概ね順調

0313
男女平等参画社
会の実現

環境
生活部

概ね順調

概ね順調

順調

概ね順調

判定不可

順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

「アイヌ民族が先住民族であること」の認知度 Ｂ ○ ○ ○

「アイヌの人たちが独自の伝統や文化を培い、伝えていること」の認知度 Ｂ ○ ○ ○

世界遺産所在市町の観光入込数 Ｄ ○ ○ ○

北海道博物館の利用者満足度 Ｃ ○ ○ ○

道みんの日の認知度 Ｄ ○ ○ ○

北海道博物館及び開拓の村の利用者数 a

文化会館１会館あたりの年間入館者数 － ○ ○

地域の文化的な環境に関する満足度 Ｂ ○ ○ ○

「北のまんが大賞」応募作品数 Ｄ ○ ○

本道の成人の週1回以上のスポーツ実施率 Ｂ ○ ○ ○

本道の全ての市町村に総合型地域スポーツクラブ設置 Ｄ ○ ○ ○

本道出身のオリンピック･パラリンピック出場者数【暦年】 Ｃ ○ ○ ○

本道出身のメダル獲得者数 Ａ ○ ○ ○

本道出身の金メダル獲得数 Ｄ ○ ○ ○

本道出身のメダル総獲得数 Ａ ○ ○ ○

地域におけるスポーツコミッション数 Ｂ ○ ○ ○

合計特殊出生率(暦年） Ｃ ○ ○ ○

子育て世代包括支援センター設置市町村数（R2～R6年度） Ｃ ○ ○ ○

次世代教育のための出前講座実施数 b

婚姻件数、妊娠届出数 c

50歳時の未婚割合（生涯未婚率） b

0315
北海道独自の歴
史・文化の発信と
継承

環境
生活部

やや遅れ
ている

0316
地域における文
化・芸術活動の振
興

環境
生活部

やや遅れ
ている

0314
アイヌ文化の振
興

環境
生活部

概ね順調

0401
結婚･出産環境支
援の充実

保健
福祉部

やや遅れ
ている

0317
地域スポーツ活
動の推進と環境
の充実

環境
生活部

やや遅れ
ている

0318
世界で活躍する
トップアスリートの
育成

環境
生活部

やや遅れ
ている

概ね順調

順調

順調

やや遅れ
ている

概ね順調

やや遅れ
ている
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

総合周産期母子医療センター（指定）の整備 Ｄ ○ ○ ○

地域周産期母子医療センターの整備 Ａ ○ ○ ○

周産期死亡率（千対） Ｃ ○ ○ ○

産婦人科医師数（暦年） b

保育所入所待機児童数 Ｄ ○ ○ ○

認定こども園設置数 Ａ ○ ○ ○

ファミリー・サポート・センターを設置している市町村 Ａ ○ ○ ○

地域子育て支援拠点数 Ｂ ○ ○ ○

放課後児童クラブ数 Ｂ ○ ○ ○

多子世帯の保育料軽減支援事業活用市町村数 b

道内の有効求人倍率（保育士・全職種） c

小児科医師数（小児人口１万人当たり）(暦年） Ｃ ○ ○ ○

小児二次救急医療体制が確保されている第二次医療圏数 Ｂ ○ ○ ○

乳児死亡率（千対） Ｃ ○ ○ ○

小児救急電話相談件数 c

小児救急医療地域研修事業参加者 c

里親等委託率 Ａ ○ ○ ○

児童虐待相談対応件数（道分） c

全道の医療施設に従事する医師数（人口10万人あたり） Ａ ○ ○ ○ ○

救命救急センターの整備第三次医療圏域数 Ａ ○ ○ ○

ドクターヘリの運航圏の維持 Ａ ○ ○ ○ ○

医師偏在指標（二次医療圏） b

全道の医療施設に従事する看護師数
（常勤換算） b

二次医療圏別人口10万人当たり看護職員就業者数（全道平均80％未満圏域数） c

北海道福祉人材センターの支援による介護職への就業者数 Ａ ○ ○ ○

福祉施設の入所者の地域生活への移行 c

介護労働実態調査（都道府県版）における従業員の不足感ありの回答割合 c

有効求人倍率（ホームヘルパー・ケアワーカー） c

0402
周産期医療体制
の確保

保健
福祉部

やや遅れ
ている

0405
地域全体で子ど
もを見守り育てる
社会づくり

保健
福祉部

概ね順調

0406 地域医療の確保
保健

福祉部
概ね順調

0403
子育て支援の充
実

保健
福祉部

やや遅れ
ている

0404
小児医療体制の
確保

保健
福祉部

やや遅れ
ている

0407

高齢者や障がい
のある人等が安
心して暮らせる社
会の形成

保健
福祉部

概ね順調

概ね順調

概ね順調

概ね順調

順調

順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

特定健康診査受診率 Ｄ ○ ○ ○

感染症指定医療機関病床数 Ｂ ○ ○ ○

健康寿命（男性・女性）(暦年） Ａ ○ ○ ○

75歳未満がん年齢調整死亡率（男性・女性） Ｃ ○ ○ ○

脳卒中に関する地域連携クリティカルパス導入二次医療圏域 Ｃ ○ ○ ○

予防接種法に基づく予防接種（麻しん・風疹）の接種率 b

刑法犯認知件数 Ｂ ○ ○ ○

重要犯罪の検挙率 Ａ ○ ○ ○

麻薬取扱施設への監視指導数 b

大麻事犯の検挙人員 b

全国の野生大麻除去本数に占める道内割合 b

北海道食品衛生監視指導計画に基づく立入検査実施率 Ａ ○ ○ ○

食品等の検査件数 b

社会福祉施設の耐震化率 Ｂ ○ ○ ○

福祉避難所の確保状況 b

市町村における避難行動要支援者の個別避難計画の策定状況 a

災害拠点病院及び救命救急センターの耐震化率 Ｂ ○ ○ ○

災害拠点病院におけるDMAT保有率 Ａ ○ ○ ○

災害拠点病院における応急用医療資機材の整備率 Ａ ○ ○ ○

通常時の６割程度の発電容量と３日分の燃料を備えた自家発電設備を設置している災害拠点病院の割合 Ａ ○ ○ ○

DMAT実働訓練の実施回数 b

北海道DPAT研修の実施回数 b

災害拠点病院における業務継続計画（BCP）の策定率 b

感染症指定医療機関病床数 Ｂ ○ ○ ○

ワクチン接種に係る専門的相談窓口に係る対応件数 b

医療機関等への設備整備実施数 b

北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター相談件数 b

0409
薬物乱用防止対
策の推進

保健
福祉部

概ね順調

0410
食品の安全確保
対策の推進

保健
福祉部

順調

0408 健康づくりの推進
保健

福祉部
やや遅れ
ている

0413
感染症対策の推
進

保健
福祉部

概ね順調

0411

高齢者や障がい
のある人等に対
する防災体制の
整備

保健
福祉部

概ね順調

0412
災害時における
医療体制の強化

保健
福祉部

順調

概ね順調

概ね順調

順調

判定不可

概ね順調

順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

北海道HACCP自主衛生管理認証施設数 Ａ ○ ○

HACCPに関する講習会の開催回数 b

障がい者の実雇用率（民間企業）（暦年） Ａ ○ ○ ○

配偶者暴力相談支援センター、民間シェルターへの相談件数 b

対象事業所の平均工賃月額 c

アクティブシニア等の研修会の受講者数 c

道内の刑法犯少年数
（千人当たり） Ｃ ○ ○ ○

道内のSNSに起因する被害少年数（福祉犯） c

関係相談機関等の相談件数（子ども相談支援センター、児童相談所、道警） c

北海道働き方改革推進企業認定数 Ａ ○ ○ ○

育児休業取得率（男性） Ａ ○ ○ ○

育児休業取得率（女性） Ｂ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】設備容量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】発電電力量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【熱利用分野】熱量 Ｄ ○ ○ ○

道内の全体の発電電力量に対するバイオマス発電の割合
※バイオマスによる発電量と廃棄物による発電量の合算値 a

バイオマス利活用率
※バイオマス利活用仕向量/バイオマス発生量 a

新エネルギー導入目標
【発電分野】設備容量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】発電電力量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【熱利用分野】熱量 Ｄ ○ ○ ○

地域マイクログリッド構築に取り組む市町村数 Ａ ○ ○ ○

0414
ＨＡＣＣＰによる衛
生管理の推進

保健
福祉部

概ね順調

0501
仕事と家庭の両
立支援

経済部 順調

0502

省エネルギーの
促進と新エネル
ギーの最大限の
活用

経済部 概ね順調

0415
高齢者や障がい
のある人等の社
会参加の促進

保健
福祉部

概ね順調

0416
青少年の健全な
育成

保健
福祉部

やや遅れ
ている

0503
災害にも活用でき
るエネルギー事
業環境整備

経済部 概ね順調

概ね順調

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

企業立地件数 Ａ ○ ○ ○

リスク分散による企業立地件数 Ａ ○ ○ ○

製造業の付加価値生産性（暦年） Ｃ ○ ○ ○

加工組立型工業の製造品出荷額等（暦年） Ｃ ○ ○ ○

加工組立型工業の付加価値生産性（暦年） Ｃ ○ ○ ○

製造業の付加価値生産性（暦年） Ｃ ○ ○ ○

食品工業の付加価値額（暦年） Ｂ ○ ○ ○

食品工業の付加価値生産性 a

商談会等における国内成約件数 Ｄ ○ ○ ○

製造業の付加価値生産性（暦年） Ｃ ○ ○ ○

食品工業の付加価値額（暦年） Ｂ ○ ○ ○

商談会等における国内成約金額 a

食品工業の付加価値生産性 a

ヘルシーDo累計認定件数 a

企業立地件数 Ａ ○ ○ ○

リスク分散による企業立地件数 Ａ ○ ○ ○

航空宇宙分野における研究／実験の道内への新たな誘致 － ○ ○ ○

苫東地域への立地企業等数 b

石狩湾新港地域への立地企業等数 b

公益財団法人北海道中小企業総合支援センターの相談件数 Ａ ○ ○ ○

開業率 Ｄ ○ ○ ○

公益財団法人北海道中小企業総合支援センターの相談内容･件数 a

中小企業総合振興資金（新型ｺﾛﾅ対応資金、緊急貸付を除く）新規融資額 a

後継者不在率（帝国データバンクより） b

0505
高い付加価値を
生み出すものづく
り産業の振興

経済部
やや遅れ
ている

0506
食関連産業の振
興

経済部 概ね順調

0504
リスク最小化に向
けた企業の誘致
推進

経済部 順調

0509
中小・小規模企業
の振興

経済部 概ね順調

0507
道産食品の高付
加価値化と販路
拡大

経済部
やや遅れ
ている

0508
企業誘致の推進・
集積の促進

経済部 順調

やや遅れ
ている

概ね順調

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

来客者数が現状維持または増加している商店街の割合 Ｄ ○ ○ ○

空き店舗率 Ｂ ○ ○ ○

経営者の高齢化が進んでいる商店街の割合 b

商店街の空き店舗数が減少している商店街の割合 b

地方卸売市場の開設状況 b

医薬品・医療機器生産金額
(暦年) Ｂ ○ ○ ○

道におけるヘルスケア事業への参入企業数 Ｃ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】設備容量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】発電電力量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【熱利用分野】熱量 Ｄ ○ ○ ○

休廃止鉱山鉱害防止工事対象件数 Ａ ○ ○

道産食品輸出額（暦年） Ｃ ○ ○ ○

道内港からの道産食品輸出額 a

輸出額（暦年） Ｄ ○ ○ ○

道の施策により創出する海外からの投資件数 Ｄ ○ ○ ○

道の対ASEAN、東アジア輸出額（暦年） a

観光消費額（道内客１人当たり） Ｄ ○ ○ ○

観光消費額（道外客１人当たり） Ａ ○ ○ ○

宿泊客延数（国内客） Ｂ ○ ○ ○

観光消費額（外国人観光客１人当たり） c

北海道アウトドアガイド認定数 b

圏域別の宿泊延べ数（道央広域） b

0510
地域商業の活性
化

経済部
やや遅れ
ている

0513
道産食品の輸出
拡大

経済部
やや遅れ
ている

0514

世界の中の北海
道を意識した海
外市場の開拓
(ASEAN、東ｱｼﾞｱ
他)

経済部
やや遅れ
ている

0511
健康長寿・医療関
連産業の振興

経済部
やや遅れ
ている

0512
環境・エネルギー
産業の振興

経済部 概ね順調

0515
滞在交流型観光
地づくりの推進

経済部
やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

遅れてい
る

遅れてい
る

やや遅れ
ている
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

観光入込客数（道内客） Ｄ ○ ○ ○

観光入込客数（道外客） Ｄ ○ ○ ○

国際会議等の開催件数（暦年） Ｄ ○ ○ ○

宿泊客延数（国内客） Ｂ ○ ○ ○

観光入込客数（外国人観光客） c

就業率（暦年） Ａ ○ ○ ○

有効求人倍率 b

完全失業率（暦年） c

地域活性化雇用創造プロジェクト北海道事業の雇用創出数
地域活性化雇用創造プロジェクト北海道事業のアウトプット数（支援社・者数） a

就業率（暦年） Ａ ○ ○ ○

高等技術専門学院（施設内訓練）修了生の関連業界就職率 b

能力開発セミナー（在職者向け研修会）受講者の満足度 b

道が実施する技能検定の合格者数 b

ジョブカフェ北海道での若年者の就職内定者数 Ｂ ○ ○ ○

ジョブサロン北海道での中高年齢者等の就職者数 Ａ ○ ○ ○

若者（２５～２９歳）の就業率（暦年） Ａ ○ ○ ○

新規学卒者（大学等）の道内就職割合 Ｂ ○ ○ ○

ジョブカフェカウンセリング件数 a

ジョブカフェ北海道における就職氷河期世代を支援する専門の相談等における就業者数 b

季節労働者の通年雇用化数 a

年間総労働時間（フルタイム労働者）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

育児休業取得率 Ｂ ○ ○ ○

年次有給休暇取得率 Ｃ ○ ○ ○

北海道働き方改革推進企業認定数 Ａ ○ ○ ○

非正規雇用労働者の割合 b

非正規雇用労働者処遇改善支援事業における非正規労働者が正社員化した数 a

外国人居住者数（暦年） Ａ ○ ○ ○

道内企業への就業者数 Ａ ○ ○ ○

有効求人倍率 c

0517
雇用の受け皿づく
り

経済部 順調

0518 産業人材の育成 経済部 順調

0516 誘客活動の推進 経済部
遅れてい

る

0521 産業人材の確保 経済部 概ね順調

0519
多様な人材の就
業促進

経済部 順調

0520 就業環境の整備 経済部 概ね順調

やや遅れ
ている

遅れてい
る

概ね順調

概ね順調

概ね順調

順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

高齢者（６５歳以上）の就業率　(暦年） Ｃ ○ ○ ○

障がい者の実雇用率（民間企業）(暦年) Ａ ○ ○ ○

マザーズ・キャリアカフェでの女性就職者数 Ａ ○ ○ ○

女性（３０～３４歳）の就業率（暦年） Ｂ ○ ○ ○

温室効果ガス排出量 Ａ ○ ○ ○

環境配慮活動実践者の割合 Ｄ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】設備容量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】発電電力量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【熱利用分野】熱量 Ｄ ○ ○ ○

FCVの台数 a

道内の全体の発電電力量に対するバイオマス発電の割合 a

バイオマス利活用率 a

エゾシカ個体数指数（東部地域～オホ、十勝、釧路、根室） Ｄ ○ ○ ○

エゾシカ個体数指数（北部地域～空知、上川、留萌、宗谷） Ｄ ○ ○ ○

エゾシカ個体数指数（中部地域～石狩、胆振、日高） Ｃ ○ ○ ○

エゾシカによる農業被害額(百万円） c

温室効果ガス排出量 Ａ ○ ○ ○

YES!clean農産物作付面積 Ｄ ○ ○ ○

農林水産業部門の温室効果ガス排出量
(万ｔ-CO2) c

有機農業取組面積(㏊) a

国際水準GAPの認証取得数（累計） Ｂ ○ ○ ○

食育推進計画作成市町村数
（累計） Ｃ ○ ○ ○

北海道の食品ロス発生量(万ｔ） b

0522
女性、高齢者、障
がい者の就業促
進

経済部 概ね順調

0601
鳥獣による農業
被害防止対策の
推進

農政部
遅れてい

る

0602
農業における脱
炭素化の推進

農政部
やや遅れ
ている

0523

ゼロカーボン北海
道の推進と環境
に配慮する人づく
り

経済部
やや遅れ
ている

0524
地域資源を活用
したエネルギーの
導入促進

経済部 概ね順調

0603
安全・安心な食品
づくりと愛食運動
の推進

農政部
やや遅れ
ている

概ね順調

やや遅れ
ている
※0303

概ね順調
※0310

やや遅れ
ている

順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

防災重点ため池の耐震性、豪雨に関する詳細調査の実施割合 Ａ ○ ○ ○

北海道が造成した基幹的な農業水利施設における個別施設ごとの長寿命化計画の策定割合 Ａ ○ ○ ○

６次産業化の取組（年間販売金額） Ｃ ○ ○ ○

道産農産物・農産加工品(日本酒含む)の輸出額(暦年) Ｂ ○ ○ ○

YES!clean農産物作付面積 Ｄ ○ ○ ○

食料自給率(カロリーベース) Ａ ○ ○ ○

農業産出額（暦年） Ａ ○ ○ ○

競馬事業の収支 Ａ ○ ○ ○

小麦の平均収量(㎏/10a) a

経産牛１頭当たり乳量（kg） b

GNSSガイダンスシステムの累計導入台数(台） a

食料自給率(カロリーベース) Ａ ○ ○ ○

水田整備率（1ha以上）(％） a

畑地・草地排水整備率（％） a

新規就農者数（暦年） Ｄ ○ ○ ○

農業の新規参入者数（累積）（暦年） Ａ ○ ○ ○

担い手への農地の利用集積率 Ｂ ○ ○ ○

農業経営体数(経営体） b

基幹的農業従事者数(人) b

多面的機能支払の取組面積 Ａ ○ ○ ○

農村ツーリズムの受入活動実践農家の割合 Ａ ○ ○ ○

ふれあいファームに登録している農家の割合 Ｂ ○ ○ ○

0605
高付加価値農業
の推進

農政部
やや遅れ
ている

0606 農業生産の振興 農政部 順調

0604
農業農村基盤整
備における防災・
減災対策の推進

農政部 順調

0609
農村活性化対策
の推進

農政部 順調

0607
農業農村整備の
推進

農政部 順調

0608

農業の担い手の
育成・確保と農業
経営の総合的な
体質強化

農政部 概ね順調

概ね順調

順調

やや遅れ
ている

順調

順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

道産農産物・農産加工品(日本酒含む)の輸出額(暦年) Ｂ ○ ○ ○

道内港からの道産農産物・農産加工品(日本酒含む)の輸出額 a

育成複層林の面積 Ａ ○ ○ ○

森林吸収量 － ○ ○ ○

山地災害危険地区のうち土石流等のリスクが高い箇所の治山対策実施率 Ａ ○ ○ ○

漁業生産額（漁業就業者１人当たり）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

海獣類による漁業被害額 a

森林吸収量 － ○ ○ ○

道産木材の利用量 Ｂ ○ ○ ○

育成複層林の面積 Ａ ○ ○ ○

木育に取り組んでいる道民の割合 － ○ ○ ○

漁業生産額（漁業就業者１人当たり）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

貝毒行政検査数 b

貝毒プランクトン調査数 b

漁業生産額（漁業就業者１人当たり）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

貝毒行政検査数 b

貝毒プランクトン調査数 b

0610
海外への道産農
畜産物の販路拡
大

農政部 概ね順調

0703
森林吸収源対策
の推進

水産
林務部

概ね順調

0704
安全・安心な水産
物の供給

水産
林務部

概ね順調

0701
豊かな森づくりの
推進

水産
林務部

順調

0702
海獣類の個体数
に配慮した漁業
被害対策の推進

水産
林務部

概ね順調

0705
道産水産物の安
全な流通体制の
確保

水産
林務部

概ね順調

遅れてい
る

概ね順調

遅れてい
る

概ね順調

遅れてい
る

遅れてい
る
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

漁業生産額（漁業就業者１人当たり）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

全道の沿岸漁業生産量に占める栽培漁業生産量の割合(暦年) Ａ ○ ○ ○

耐震・耐津波化が図られ、ＢＣＰが策定されている漁港の割合 Ａ ○ ○ ○

漁業生産額（漁業就業者１人当たり）（暦年） Ｂ ○ ○ ○

海獣類による漁業被害額 a

新規漁業就業者数 Ｄ ○ ○ ○

漁業就業者数 c

道産木材の利用量 Ｂ ○ ○ ○

育成複層林の面積 Ａ ○ ○ ○

木育に取り組んでいる道民の割合 － ○ ○ ○

森林吸収量 － ○ ○ ○

林業事業体の生産性【素材生産】（㎥/人日） a

林業の新規参入者数 Ｃ ○ ○ ○

通年雇用者割合 Ａ ○ ○ ○

林業従事者数（人） a

新規就業者数（人） b

食品工業の付加価値額（暦年） Ｂ ○ ○ ○

食品工業の付加価値額（道産水産物）（億円） b

0707
海獣等による漁
業被害対策の推
進

水産
林務部

概ね順調

0708
水産業の担い手
対策の推進

水産
林務部

遅れてい
る

0706

栽培漁業の推進
や経営の安定化
等による水産業
の振興

水産
林務部

順調

0711
道産水産物の国
内競争力の強化

水産
林務部

概ね順調

0709

森林資源の循環
利用の推進によ
る林業及び木材
産業等の振興

水産
林務部

順調

0710
林業の担い手対
策の推進

水産
林務部

概ね順調

概ね順調

概ね順調

遅れてい
る

遅れてい
る

概ね順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

道産水産物・水産加工品輸出額（暦年） Ｂ ○ ○ ○

道内港からの道産水産物・水産加工品の輸出額 a

対米・対EUーHACCP導入施設数 a

子育て支援に配慮した公営住宅等を供給している市町村数の割合 Ｂ ○ ○ ○

ユニバーサルデザインの視点に立った公営住宅の整備戸数割合 Ａ ○ ○ ○

サービス付き高齢者向け住宅の登録件数 Ｂ ○ ○ ○

洪水等に対応した河川の整備率 Ｂ ○ ○ ○

浸水被害が発生した道管理河川数 b

省エネ基準を満たす住宅ストックの割合 Ｂ ○ ○ ○

都市緑化による二酸化炭素吸収量 Ａ ○ ○ ○

都道府県別一人当たりの都市公園等整備現況（㎡／人）※道内都市公園に関する数値 b

都市公園における自然再生緑地現況（箇所）※道内都市公園に関する数値 b

0712
道産水産物の国
際競争力の強化

水産
林務部

概ね順調

0803
大規模自然災害
対策の推進（治水
対策）

建設部 概ね順調

0804
住宅の脱炭素化
の促進

建設部 概ね順調

0801
子育てに配慮し
た公営住宅の整
備促進

建設部 概ね順調

0802

高齢者や障がい
のある方々など
が安心して暮らせ
る住まいづくりの
推進

建設部 概ね順調

0805 都市緑化の推進 建設部 概ね順調

遅れてい
る

順調

概ね順調

概ね順調

概ね順調

判定不可
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

洪水等に対応した河川の整備率 Ｂ ○ ○ ○

土砂災害から保全される人家戸数 Ｂ ○ ○ ○

土砂災害警戒区域の指定率 Ｂ ○ ○ ○

高潮、高波、津波等による被害が予測される人家戸数 Ａ ○ ○ ○

緊急輸送道路上等の橋梁の耐震化率（道道） Ａ ○ ○ ○

火山噴火緊急減災対策計画に基づく緊急対策用資材の制作・配備など対策に着手した火山数（累計） b

住宅及び多数利用建築物の耐震化率 Ｂ ○ ○ ○

新規高等学校卒業者の道内建設業への平均就職内定者数（各年３月末） Ｄ ○ ○ ○

道内建設業売上高営業利益率 a

経営事項審査における「技術力評価点（Ｚ点）」 a

まちなか居住の位置づけとして整備する公営住宅ストック数 Ｂ ○ ○ ○

「できれば今と同じ市町村に住んでいたい」と考える人の割合 Ｂ ○ ○ ○

空き家情報バンクに登録されている空き家の売買契約及び賃貸契約の件数 Ａ ○ ○ ○

橋梁の老朽化対策状況（道道） Ａ ○ ○ ○

北海道河川管理長寿命化計画に基づく修繕・更新等を実施した施設数（基） b

北海道砂防関係施設長寿命化計画に基づく修繕・更新等を実施した施設数（箇所） b

北海道海岸長寿命化計画に基づく修繕・更新等を実施した施設数（km） b

道立公園における長寿命化計画の進捗率 Ａ ○ ○ ○

地震対策上重要な下水管渠の地震対策実施率 Ａ ○ ○ ○

下水道処理人口普及率 b

0807
住宅・建築物の耐
震化の促進

建設部 概ね順調

0808
建設産業支援の
取組促進

建設部
やや遅れ
ている

0806
大規模自然災害
対策の推進

建設部 概ね順調

0811
都市施設の整備・
維持管理・更新の
推進

建設部 順調

0809

北国らしい個性
豊かで活力のあ
る住まい・まちづく
りの推進

建設部 概ね順調

0810
公共土木施設の
整備・維持管理・
更新の推進

建設部 順調

順調

概ね順調

概ね順調

やや遅れ
ている

やや遅れ
ている

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

走行環境改善度の向上（道道） Ａ ○ ○ ○

道路防災総点検における防雪に関する道路の要対策箇所の対策率（道道） Ａ ○ ○ ○

都市計画道路整備状況 a

道内の高規格幹線道路の開通率 b

契約率 Ａ ○ ○ ○

管路耐震化率 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】設備容量 Ａ ○ ○ ○

新エネルギー導入目標
【発電分野】発電電力量 Ａ ○ ○ ○

道営発電所の最大出力 Ａ ○ ○ ○

企業債の借入抑制（企業債残高） Ａ ○ ○ ○

児童生徒自らが積極的に学ぶ交通安全教育を行っている学校の状況 Ｄ ○ ○ ○ ○

防犯訓練等の実施状況（小中高等学校） a

子供被害犯罪認知件数 a

交通事故死傷者数（小中学生） b

避難（防災）訓練の実施状況（小中高） Ｄ ○ ○ ○ ○

地域と連携した「１日防災学校」を実施している市町村の割合（札幌市を除く） Ｃ ○ ○ ○

公立小中学校の耐震化率 Ｂ ○ ○ ○

公立小中学校の屋内運動場等の吊り天井等の落下防止対策実施率 Ｂ ○ ○ ○

0812
安全・安心な道路
網の充実

建設部 順調

1101
防犯教育・交通安
全教育の充実

教育庁
やや遅れ
ている

1102 防災教育の充実 教育庁
やや遅れ
ている

1001
工業用水の安定
供給による企業
立地環境の整備

企業局 順調

1002
水力発電による
エネルギーの安
定供給への寄与

企業局 順調

1103
安全・安心な学校
施設づくり

教育庁 概ね順調

概ね順調

順調

順調

概ね順調

やや遅れ
ている

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

平均正答率の状況（小学校） Ｂ ○ ○ ○ ○

平均正答率の状況（中学校） Ｂ ○ ○ ○ ○

どの程度、PDCAサイクルを確立しているかの質問に対し、「よくしている」と回答した学校の割合 Ｂ ○ ○ ○ ○

授業以外に、１日当たり１時間以上勉強すると回答した小学校6年生、中学校3年生の割合 Ｃ ○ ○ ○ ○

地域や大学、行政機関、民間企業等と連携・協働した探究的な学習を取り入れている高校の割合 Ａ ○ ○ ○

児童生徒一人一人に配備されたICT機器を活用した授業が行われた学校の割合 Ｂ ○ ○ ○ ○

授業にICTを活用して指導することができる教員の割合 Ｂ ○ ○ ○

情報活用の基盤となる知識や態度について指導することができる教員の割合 Ｂ ○ ○ ○

北海道高等学校遠隔授業配信センターにおける配信授業数 a

児童生徒の体力・運動能力の状況小学校第５学年 Ｂ ○ ○ ○ ○

児童生徒の体力・運動能力の状況中学校第２学年 Ｂ ○ ○ ○ ○

「朝食を毎日食べている」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合 Ｄ ○ ○ ○ ○

平日１日当たりの学習以外のテレビ等の画面の視聴時間が２時間未満（小５） b

平日１日当たりの学習以外のテレビ等の画面の視聴時間が２時間未満（中２） c

むし歯の者の割合 b

域内の幼児教育施設と小学校等が、幼小連携・接続の方向性を協議する機会等を設定している市町村の割合 － ○ ○ ○

域内の幼児教育施設の意見を踏まえて小学校入学後のスタートカリキュラムを編成している小学校の割合 Ｂ ○ ○ ○

外部人材の意見を取り入れて、保育者の資質・能力の向上に取り組んでいる幼児教育施設の割合 － ○ ○ ○

域内の幼児教育施設と小学校等が幼小連携・接続の方向性を協議する機会等を設定している市町村の割合 b

外部人材の意見を取り入れて、保育者の資質・能力の向上に取り組んでいる幼児教育施設の割合 b

特別支援教育に関わる校内研修を実施している学校の割合 Ａ ○ ○ ○

これまでに医療的ケアに関する基本研修を受講した特別支援学校教員の割合 Ｄ ○ ○ ○

通常の学級における「個別の教育支援計画」の作成状況 Ａ ○ ○ ○

卒業までにインターンシップなどのキャリア教育に資する体験的な学習活動を経験した高校生の割合 Ｃ ○ ○ ○

高校卒業の時点において、進路希望を設定できていない生徒数 Ｂ ○ ○ ○

ICTの活用推進 教育庁 概ね順調

1106
体力・運動能力の
向上や健康教育
の充実

教育庁
やや遅れ
ている

1104
新しい時代に必
要となる資質・能
力の育成

教育庁 概ね順調

1109
キャリア教育の充
実

教育庁
やや遅れ
ている

1107 幼児教育の充実 教育庁 概ね順調

1108
特別支援教育の
推進

教育庁 概ね順調

1105

概ね順調

概ね順調

やや遅れ
ている

概ね順調

順調

概ね順調
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成果指標名

その他統計数値名 (1) (2) (3) (4) (5)

(参考)Ｒ４
総合判定

施策
番号

施策名
所管

部局名
判定

成果指標設定基準 留意事項※
総合判定

「自分のいる地域で自ら学習に取り組もうとする人が多いと感じている」と回答した割合 Ｄ ○ ○ ○

生涯学習の成果を活用している住民の割合 Ｄ ○ ○ ○

道民カレッジの登録者数 Ｂ ○ ○ ○

社会教育主事を配置している市町村の割合 Ｄ ○ ○ ○

国際理解教育を行っている公立高校の割合 Ａ ○ ○ ○

道内の公立高校における留学者（短期及び長期）の割合 Ｄ ○ ○ ○

高卒段階でCEFR A2（英検準２級相当）以上の英語力を有すると思われる生徒割合 Ｂ ○ ○ ○

いじめの認知件数のうち、解消している割合 Ｂ ○ ○ ○ ○

いじめに対する意識 Ｃ ○ ○ ○ ○

児童・生徒会活動を通じて、人間関係や仲間づくりを促進した活動を実施している学校の割合 Ｂ ○ ○ ○ ○

道徳の授業で、自分の考えを深めたり、話し合ったりする活動に取り組んでいる児童生徒の割合（札幌市を除く） Ｂ ○ ○ ○ ○

学校教育活動として美術館・博物館を活用した学校数 Ａ ○ ○ ○

美術館・博物館のホームページの閲覧者数 Ａ ○ ○ ○

文化財保護強調月間に文化財活用事業を実施した市町村の割合 Ｂ ○ ○ ○

「北海道・北東北の縄文遺跡群」など地域の文化財を活用した教育活動を実施した学校の割合 － ○ ○ ○

地域や社会をよくするために何をすべきか考えている児童生徒の割合 c

「北海道・北東北の縄文遺跡群」など地域の文化財を活用した教育活動を実施した学校の割合 b

刑法犯認知件数（暦年） Ｂ ○ ○ ○

重要犯罪の検挙率（暦年） Ａ ○ ○ ○

交通事故死者数（暦年） Ａ ○ ○ ○

特殊詐欺認知件数、被害額（暦年） c

北海道内における高齢者
10万人当たりの交通事故死者数（暦年） a

飲酒による交通死亡事故発生件数（暦年） a

北海道警察災害警備訓練の実施回数（暦年） Ａ ○ ○

災害を想定した災害警備訓練回数（暦年） b

非常用備蓄食料・飲料水の整備・更新
（消費期限切れの数量） b

1113
芸術文化活動の
推進

教育庁 概ね順調

1111
国際理解教育の
充実

教育庁
やや遅れ
ている

1112
豊かな人間性と
社会性を育む教
育の推進

教育庁 概ね順調

1110
生涯学習・社会教
育の振興

教育庁

2102
防災危機管理対
策の推進

警察
本部

順調

2101
治安対策・交通安
全対策の推進

警察
本部

順調

やや遅れ
ている

順調

やや遅れ
ている

概ね順調

概ね順調

概ね順調

順調
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